
会　　告

第 74回定時総会および平成 21年度春季講演の開催について

下記により第 74回石油技術協会定時総会・特別講演および平成 21年度春季講演会を開催致します。会員多
数のご参加を望みます。

なお，総会の出・欠席（欠席の場合は委任状），特別講演，懇親会，見学会の参・不参加を本誌挿入の“ハガキ”

で 5月 19日（火）までに協会事務局宛通知願います。
見学会の参加申し込みについては原則先着順となっております。空席の状況については直接協会事務局まで

電話または電子メールでお問合せください。

記

会　　場：国立オリンピック記念青少年総合センター　（会場案内図別掲）

東京都渋谷区代々木神園町 3番 1号　TEL 03-3469-2525

第 1日 6月 2日（火）：於，カルチャー棟　小ホール
　1.　総　　会　13：00～ 14：45

議　事： 第一号議案　平成 20年度事業報告，第二号議案　平成 20年度決算報告，第三号議案　平成
21年度事業計画（案）ならびに予算（案）承認の件，第四号議案　名誉会員承認の件，（報告）
協会賞選考結果報告 

表　彰： 石油技術協会賞授与
̶̶　休　　　　　　憩　̶̶

　2.　特別講演　15：00～ 17：15　
（1）15：00～ 15：45
「混迷を深める石油市場とその将来展望」

（財）日本エネルギー経済研究所　戦略・産業ユニット　グループリーダー　小林　良和　氏

（2）15：45～ 16：30
「ロシアの天然ガス戦略」 （独）石油天然ガス・金属鉱物資源機構　石油開発支援本部　　

調査部担当審議役 /主席研究員　本村　眞澄　氏
（3）16：30～ 17：15
「メタンハイドレートからのガス商業生産に向けた研究開発とその技術課題」

東京大学大学院工学系研究科　エネルギー・資源フロンティアセンター　　

准教授　増田　昌敬　氏

　3.　懇 親 会　18：00～ 20：00　（会費 一般 5,000円，学生 2,000円 当日会場にて受付）
　　　　　　　於，国際交流棟レセプションホール

第 2日 6月 3日（水）　 春季講演会（シンポジウム・個人講演）9：30～
第 3日 6月 4日（木）　 ビデオルーム  石油開発における各社の取り組み 12：00～ 17：00
※　講演要旨集頒布価格は会員（正・学）2,000円，非会員 2,500円。
シンポジウム・委員会報告テーマ

①　地質・探鉱 ………「メタンハイドレート研究からの情報発信－石油探鉱開発への貢献」
②　作　　　井 ………「掘削技術の現状と課題」
③　開発・生産 ………「スマート・オペレーション～生産操業の課題と対策」
④　資源・経済 ………「原油価格乱高下，日本経済と石油開発業界はどう立ち向かうべきか」　　

（委員会報告）

第 4日（6月 5日（金））　見学会（参加費 4,000円，学生 2,000円）
Aコース「陸棚－深海底で形成された大規模な砂礫質デューン堆積物と冷湧水性化学合成化石群集を含む泥

質堆積物の野外観察」

Bコース「LNG 関連施設と製油所の見学」
　　ご案内は次頁

｝



見学会のご案内

平成 21年度の見学会を下記の要領により行いますので，多数ご参加ください。
今回は 2コースとなっておりますので，申込みの際はお間違えないようお願いいたします。

記

期　　日：平成 21年 6月 5日（金）
定　　員：A・Bコースとも先着順 45名程度（大型観光バス）
締切期日：5月 19日（火）
　　　　　※席に限りがござますので，まずは電話またはメールで空席確認・参加申込をお願いいたします。

参 加 費：一般 4,000円 ,　学生 2,000円（昼食代を含む）。
※原則見学会前日までに会場受付にて確認の上お支払いください。

① Aコース「陸棚－深海底で形成された大規模な砂礫質デューン堆積物と冷湧水性化学合成化石群集を含
む泥質堆積物の野外観察」

集合時間： JR木更津駅 9：40（時間厳守）
 ※ 具体的な集合場所は，受付の際にご案内いたします。
行　　程： JR木更津駅（9：40）～富津市田倉（上総層群東日笠層）（10：30～ 11：30）～君津市市宿（上

総層群市宿層）（12：40～ 13：40）～君津市川谷（上総層群柿ノ木台層）（14：40～ 15：40）～
JR木更津駅周辺解散（16：40）

見学内容： 近年の物理探査技術の高精度化にともない，陸棚から深海底の広い範囲でさまざまな大きさの
ベッドフォームが識別され，砂礫質貯留岩の形成プロセスや不均質性の解明が進められている。

このようなベッドフォームのうち，これまで物理探査技術に基づいて研究されることの多かった

三次元デューンとその集合体として発達するサンドリッジ，ならびに主に砂礫質堆積物で構成さ

れるセディメントウェーブに焦点を当て，これらの堆積形態や構成堆積相の特徴を大規模な露頭

で三次元的に詳しく観察し，陸棚から深海底における大規模なベッドフォームの形成プロセスや

砂礫質堆積物の貯留岩性状について検討を行う。さらに，今回観察するサンドリッジ堆積物の沖

合環境を示す外側陸棚で形成された泥質堆積物からは，冷湧水性化学合成化石群集や炭素同位体

比が著しく低い炭酸塩コンクリーションが報告されている。したがって，この見学会では，メタ

ン流出をともなった外側陸棚で形成された泥質堆積物の特徴も併せて観察する予定である。 
服装について：水に濡れたり汚れても良く，滑りにくい靴（ハイヒール，革靴，サンダル　禁止）。汚れて

もかまわない長袖・長ズボンで。雨天に備えカッパや折たたみ傘などをご用意下さい。

② Bコース「LNG関連施設と製油所の見学」
集合時間： 袖ヶ浦 BT（バスターミナル）に 9：40 又は JR 内房線・長浦駅に 9：45

 ※ 具体的な集合場所は，受付の際にご案内します。
行　　程： 袖ヶ浦 BT（9：40）～ JR 内房線・長浦駅（9：50）～出光興産・千葉製油所及び千葉工場見学（10：

15～ 11：30）～東京ガス・袖ヶ浦工場見学（昼食含む，12：00～ 14：30）～東京電力・袖ヶ浦
発電所（14：45～ 16：15）～長浦駅（16：30）～羽田空港（17：15）

見学内容： 午前は，出光興産の基幹製油所として最先端の装置や生産システムを多数導入している千葉製油
所，及び原油から石油製品，石油化学製品まで一環生産している千葉工場を見学します。午後は，

世界最大級の LNG（液化天然ガス）受け入れ基地である東京ガス㈱袖ヶ浦工場と LNGを燃料と
して利用している東京電力㈱袖ヶ浦発電所を見学します。

お問い合わせ先： 石油技術協会　事務局　
4月末までの連絡先
TEL：03-3279-5841　FAX：03-3279-5844　（事務局移転いたします。）
5月 7日からの連絡先
TEL：03-3214-1701　FAX：03-3214-1703
メールアドレスに変更はございません。

e-mail：japt@kb3.so-net.ne.jp　　　　　　
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委員会報告

■東京駅から

　JR中央線 約 14分 新宿駅乗り換え
　小田急線 各駅停車 約 3分 参宮橋駅 下車
　徒歩約 7分

■羽田空港から

　東京モノレール 約 23分 浜松町駅乗り換え
　JR山手線（外回り）約 23分 新宿駅乗り換え
　小田急線 各駅停車 約 3分 参宮橋駅 下車
　徒歩約 7分

■成田空港から

　JR総武線 成田エクスプレス 約 80～ 90分 
　新宿駅乗り換え

　小田急線 各駅停車 約 3分 参宮橋駅 下車
　徒歩約 7分

■小田急線

　参宮橋駅下車　徒歩約 7分

■地下鉄千代田線

　代々木公園駅下車

　（代々木公園方面 4番出口）徒歩約 10分

■京王バス

　新宿駅西口（16番）より 代々木 5丁目下車
　渋谷駅西口（14番）より 代々木 5丁目下車

交  通  案  内

会　場　配　置　図




